
管理状況等

資料１

本資料は令和７年１０月２７日までの調査を踏まえて作成したものであり、今後、推定値等は変更する可能性もある。
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出典：三重河川国道事務所調査結果
監視カメラ映像から確認

１．各出入口からの浸水開始時間（推定）
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22:55頃

22:25頃

22:20頃

22:20頃

22:33頃

22:30頃

22:49頃 22:25頃

22:41頃

22:30頃

22:59頃

東出口（車両用）からの浸水状況
（22:20頃）

推定浸水深
約６cm

推定浸水深
約12cm

推定浸水深
約10cm

推定浸水深
約30cm

推定浸水深
約７cm

推定浸水深
約５cm

推定浸水深
約５cm

推定浸水深
約５cm

推定浸水深
約５cm

推定浸水深
約７cm

推定浸水深
約１cm

推定浸水深
約14cm

推定浸水深
約15cm

推定浸水深
約10cm

推定浸水深
約45cm

※工事により以下出入口は閉鎖中
・4番出入口（歩行者用）
・西出口（車両用）



２．地下駐車場（地下１階）の推定浸水深さの時系列変化（推定）
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地下１階東出口精算所 地下１階2番出入口付近

22:20頃

23:00頃

地下１階3番出入口付近

浸水：0cm 浸水：0cm 浸水：0cm

浸水：0cm

浸水：約50cm

22:30頃

浸水：約15cm 浸水：0cm

浸水：約50cm浸水：約50cm

※中央監視室付近
22:20頃

23:00頃

22:30頃

22:20頃

23:00頃

22:30頃

浸水：約80cm00:15頃 浸水：約50cm00:05頃 浸水：約60cm00:10頃



３．周辺施設の地下への浸水状況

◆浸水位置（平面図）

※総合会館は浸水状況を目視確認していないため「推定」

市役所地下の浸水状況
9/12 23:00頃 浸水深2～3cm

◆浸水被害の状況

◆浸水状況

近鉄四日市駅

浸水

浸水
市役所

入口スロープ
(車路)

4

◆当日の対応（市役所）
・20:30 市役所出入口スロープ（車路）に排水用ポンプを

設置・稼働
・20:40 地下の出入口２箇所へ土のう設置
・22:35 市役所浸水開始
・23:10 市役所出入口スロープ（車路）に止水板設置
※市役所出口スロープ（車路）の出口は歩道面より約0.3ｍ
嵩上げされている

　地下浸水

　エレベーター全台数停止

　電気設備　一部漏電

　地下浸水

　エレベーター全台数停止

　連絡通路エレベーター停止

　中央監視装置　停止

市役所

総合会館

浸水※

市役所
出口スロープ

(車路)

総合会館
スロープ

(車路)

四日市市役所
22:35 浸水確認

総合会館
23:50 浸水確認

（最大浸水深５cm（市職員への聞き取りによる））



４．発電機の稼働状況及び受変電設備との隣接について
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■受変電設備との隣接について

当時の設計書等には、発電機と受変電設備を隣接して配置する理由は記載なし

■発電機（国道側）の稼働状況 【参考】発電機（国道側）の能力

燃料
停電時の
稼働時間

電力供給能力

軽油
（98L）

2時間程度200kVA

発電機（災害前）

【参考】受変電設備（国道側）の能力

変電
（高圧電力を低圧電力へ変換）

受電
（電力会社からの供給）

低圧電力：100V/200V高圧電力：6600V

受変電設備（災害前）

9/12に委託職員による稼働の目視確認は
できていない

9/11以降に1.6時間の稼働を確認

（稼働時間を示すメーターより）

→ 発電機が稼働していたと推察



５．雨水排水ポンプの稼働状況

6雨水ポンプ 560(L/分）

※雨水排水ポンプの時間平均降雨強度は90㎜/hで設計
（整備当時の基準）

中央通り地下駐車場
（ディア四日市）

四日市地下駐車場
（国土交通省）雨水ポンプ仕様

（口径）
排水能力
（L/分）

箇所数
排水能力
（L/分）

箇所数

60052402
120L/分

（口径：50㎜）

--2502
125L/分

（口径：50㎜）

--1451
145L/分

（口径：50㎜）

5002--
250L/分

（口径：50㎜）

--5601
560L/分

（口径：100
㎜）

1,1007箇所1,1956箇所計

【参考】雨水排水ポンプの排水能力■雨水排水ポンプの稼働状況

雨水排水ポンプは、貯水槽にある水位セン
サー感知により自動で電源が入り稼働する。

ポンプ不稼働の場合、中央監視室でアラー
ムが鳴動するが、浸水当日、アラームが
なっていない（駐車場スタッフへの確認）

→ポンプは、稼働していたと推察



箇所数保管場所1枚当たりの大きさ・重さ仕様
止水板
設置箇所

2
－

幅：約3.5m

高さ：約1.0m

電動式車両用出入口

4
地下1階

各階段下倉庫

幅：約1.7m

高さ：約1.0m

重さ：約43kg

人力式
（持運び式）

歩行者用出入口

1地上部EV横
幅：約1.7m

高さ：約1.0m

人力式
（開閉式）

EV

2
地下1階
倉庫

幅：約1.5m

高さ：約0.8m

重さ：約43kg

人力式
（持運び式）

地下横断歩道
（2枚1組）

9計

６．歩行者出入口の止水板重量（国道側）
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歩行者用出入口

EV※車両用出入口の止水板について、センサー誤動作及び、目視確認の必要性から中央監視室からの操作は停止中

【参考】止水板の状況

■止水板の重量

人力式止水板の重量：約43kg/枚

（R3.12故障確認）

地下横断歩道



箇所数保管場所1枚当たりの大きさ・重さ仕様
止水板
設置箇所

1－
幅：約4.2m

高さ：約1.0m

電動式車両用入口

3地下1階
各階段下倉庫

幅：約1.5m～約1.7m

高さ：約0.6m～約0.7m

重さ：約27kg～約37kg

人力式
（持運び式）

歩行者用出入口

0
止水板なし

－－－EV

4計

６．歩行者出入口の止水板重量（市道側）

8

歩行者用出入口

EV

※車両用入口の止水板について、センサー誤動作及び、目視確認の必要性から中央監視室からの操作は停止中

【参考】止水板の状況

■止水板の重量

人力式止水板の重量：約27㎏～約37㎏/枚

車両用入口



対応状況警報等発表

※朱書きは第２回委員会からの追加箇所

（ディア四日市職員、委託職員は警報発表を認知していない）

22:00頃 委託職員が地上部の状況を確認
（地下横断歩道出入口付近、冠水なし）
中央監視室にて、モニターで場内状況の監視継続

22:20頃 駐車場への浸水開始（監視室の外で目視確認）
22:20頃 委託職員（２名）が中央管理室への土のう（国道側車両出口の浸水

対策として中央管理室ドア付近に常備していたもの）を設置

22:30 ディア四日市職員（１名）が到着

22:30 委託職員がゲートバーを立ち上げて解除（出庫補助）
22:40 委託職員が記録的短時間大雨情報の発表を確認

（NHKの報道により確認）

23:00頃 職員（１名）・委託職員（２名）が待避

23:26 ディア四日市がTFIへ連絡
23:38頃 ＴＦＩが災害対策本部を設置
23:41 TFIが警備会社に応援要請

（駐車場近くの警備会社に緊急的に要請）

9/13（土）
0:00頃 TFIが三重河川国道事務所へ連絡

9/12（金）
19:09 大雨警報（土砂災害）発表
19:50 洪水警報発表
21:30 鹿化川氾濫危険情報発表【三重県】
21:53 大雨警報（浸水害）発表

22:08 記録的短時間大雨情報発表

＜22:20頃 地上での冠水開始＞※1

＜22:30頃 地下１階は膝まで浸水＞※2
＜22:30頃 地下１階東出口精算所では、

推定浸水深さ約15ｃｍ＞※３

22:40 四日市市より避難指示発令

＜23:00頃 地下１階は腰まで浸水＞※2
＜23:00頃 地下１階東出口精算所では、

推定浸水深さ約50ｃｍ＞※３

※1 商店街監視カメラやSNS投稿動画から推定
※2 委託職員への聞き取りによる
※3 地下駐車場監視カメラから推定 9

７．9月12日の主な対応状況（時系列）



当日の対応防災業務計画の主な記載

大雨警報 ：－

記録的短時間大雨情報： 22:40に確認
風水害情報を随時確認し、正確な情報収集に努める。

－
防水扉(防水板)、排水ポンプ、非常用の発電機等の作動を

確認する。

入口：－

出口：22:30にゲートバーの解除

入庫口を閉鎖する。出庫口は状況の許す限り開けておき、

可能な限り出庫させる。

－
出水の状況に応じて、出庫ロの防水扉(防水板)を閉じる。そ

の際、誤進入防止の措置を施す。

23:26 ディア四日市→TFI

00:00 TFI→三重河川国道

緊急連絡体制表に従い、連絡を実施する。

23:41 TFI→警備会社
必要に応じて協力会社等や災害対策本部にも協力の要請

を行う。

－
出水の状況により、中部地方整備局三重河川国道事務所

に土囊の積み上げ等の協力の要請を行う。

８．防災業務計画の対応状況

10



当日の対応管理マニュアルの主な記載

－
風水害に関する警報等発令後、応援要請表に基づき応援要

請の連絡を行う。

22：00 地下横断歩道出入口の状況を確認
監視モニター(国道出入口)及び随時各出入口地上に上がり、

水位の状況を注視する。

－
防潮板操作ボックスキー・エレベーターキー・防水板保管場所

キーを机上に準備する。

－
出入口ｴﾚﾍﾞｰﾀｰを地上階に停止させ、各箇所に土嚢を設置す

る。

－車両入出庫口、各階段止水板稼働・設置

－
各開口部等より流入が発生し、浸水の恐れがある時、地下２

階に駐車中の車は地下１階へ移動及び出庫の協力を求める。

22:30にゲートバーの解除駐車場ご利用者様の避難誘導

９．駐車場風水害（台風・ゲリラ豪雨・洪水等）対策マニュアルの対応状況

11



１０．訓練の実施状況 ※TFI(株)からの確認結果 ［PFI事業協定（防災業務計画）に基づく訓練］

訓練参加者訓練内容実施日

三重河川国道事務所
ＴＦＩ（株）

（株）ディア四日市
※参加人数不明

・情報伝達
・土嚢設置

H27.12.3

三重河川国道事務所
ＴＦＩ（株）

（株）ディア四日市
※参加人数不明

・避難誘導
・情報伝達
・浸水防止

H28.9.27

-未実施H29

-未実施H30

-未実施R1

-未実施R2

-未実施R3

-未実施R4

ＴＦＩ（株）１名
（株）ディア四日市１名

・水位確認・対策状況等報告
・土嚢設置
・止水板・土嚢保管場所確認
・緊急連絡体制の確認

R5.8.8

ＴＦＩ（株）１名
（株）ディア四日市２名

・水位確認・対策状況等報告
・土嚢設置
・止水板・土嚢保管場所確認
・緊急連絡体制の確認

R6.6.27

ＴＦＩ（株）１名
（株）ディア四日市２名

・水位確認・対策状況等報告
・土嚢設置
・止水板・土嚢保管場所確認
・緊急連絡体制の確認

R7.6.27

12



災害対応等駐車場の被災状況等気象情報日時

土嚢設置（国道側EV・監視室前・電気室

前）

排水ポンプによる排水

防水扉による流入防止（市道側）

ポンプ車による排水作業

地下２階が20cm程度浸水

EVピット、機械室浸水

台風17号

223 mm/日
76 mm/h
（グラフ①）

①H24.9.30

土嚢設置（EV前・中央監視室）

電気遮断し、浸水部品の点検・清掃
EVピット内への浸水

大雨

101 mm/日
60 mm/h
（グラフ②）

②R2.9.6

１１．四日市地下駐車場の過去の浸水実績
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（グラフ①） 四日市（三重県） H24.9.30 降水量 （グラフ②） 四日市（三重県） R2.9.6降水量四日市（三重県） R7.9.12 降水量
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時間雨量(mm) 累計雨量(mm) 時間雨量(mm) 時間雨量(mm)累計雨量(mm) 累計雨量(mm)
R7.9.12 R2.9.6H24.9.30

223mm/日
76mm/h

213.5mm/日
123.5mm/h

101mm/日
60mm/h

※H12.9.11（PFI契約前）にも、集中豪雨による浸水実績あり



■９月１２日の鹿化川水位

0.02 0.03 0.03 0.02 0.01 0.01 0
0.01

0.95

2.44

2.92
3.09

3.14 3.13 3.11 3.07 3.01
2.91

2.81
2.67

2.52
2.41 2.39 2.38

2.32

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

14
出典：【河川水位】三重県データを用いて中部地方整備局で加工

※水位の急激な増加により、「氾濫注意情報」及び「氾濫警戒情報」は未発表

堤防高
3.71m

避難判断水位
氾濫注意水位
２．００ｍ

氾濫危険水位
２．34ｍ

水位(m)

（「防災みえ.jp」、「川の防災情報」等で公表）

堤

防

21:30

21:30  三重県が鹿化川の「氾濫危険水位情報」を発表

21:42  四日市市が鹿化川の水位上昇について注意喚起の情報を発信 （「市安全安心防災メール」）

22:00 以降、水位低下

■水位情報の発表状況

１２．９月１２日の鹿化川水位状況・水位情報の発表状況



四日市市地下駐車場［くすの木パーキング］
水防法

［高潮］［雨水出水］［洪水］

指定済
（R5.3）

未指定
（市は内水氾濫ハザードマップ
を作成・公表しているが、法に

基づくものではない）

指定済
(三滝川・海蔵川）
(天白川・鹿化川）

○浸水想定区域の指定
洪水(法14条)
雨水出水(法14条の2)
高潮(法14条の3)

指定済（R7.7）
（区域指定により「洪水予報
等の情報伝達を行う地下街等
施設」として指定）

－
指定済

（区域指定により「洪水予報等の
情報伝達を行う地下街等施設」

として指定）

○（上記区域内で）地域防
災計画に地下街等を指
定(法15条)

R7.7の指定を受け、
今後作成予定－

作成済
・国道側作成済（H27.4）
・市道側作成済（H29.7変更）

※四日市市に報告済みであるが公表漏れ等

○所有者または管理者に
よる避難確保・浸水防
止計画の作成等
(法15条の2)

（参考） 水防法に基づく避難確保・浸水防止計画の作成状況

15



ＰＦＩ 防災業務計画水防法 避難確保・浸水防止計画（洪水）

災害対策本部長
TFI（株）

水害対策本部長
三重河川国道事務所 事務所長

災害対策支部長
タイムズサービス（株） 西日本事業本部

災害対策副本部長
タイムズ24（株） 西日本営業統括本部

水害対策副本部長
三重河川国道事務所 副所長

災害対策副支部長
日本管財（株）

本部 情報班
人員は本部長が選定

情報収集・伝達班
三重河川国道事務所 道路管理第一課

支部 情報、記録係
人員は支部長が選定

本部 対策班・応援班
人員は本部長が選定

警戒活動班
三重河川国道事務所 四日市国道維持出張所

支部 対策係
人員は支部長が選定

支部 避難誘導係
人員は支部長が選定

避難誘導班
（株）ディア四日市

本部 対策班・応援班
人員は本部長が選定

現地対策班
三重河川国道事務所 四日市国道維持出張所

支部 対策係
人員は支部長が選定

（参考） 避難確保・浸水防止計画とPFI防災業務計画との関係

※ の基本協定に基づく兼用工作物管理協定において、災害時の措置について、
被害の発生又は拡大防止に必要な初期措置を運営事業者が講じることとしている。




